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BANK! BANK!

造血幹細胞

移植事業

広報誌



みんな
で

つなぐ
いのちのバトン

　広報誌『BANK! BANK !』は年4回の発行ですが、ウェブでは

毎週、骨髄バンク・さい帯血バンクの活動を発信しています。“あ

るある”豆知識クイズや、さまざまなイベント情報などを見かけ

て、「へえ～そうなんだ！」と思ったら、ぜひ「いいね！」「シェア」

をお願いします。まずは多くの人に「知ってもらう」こと、そして

「広める」だけでも、「いのちのバトン」をつなげる大きな力にな

ります。みなさんのアクセス、お待ちしています！

BANK !BANK！ の
Facebookページに、いいね！を

いま、あなたにできること

骨髄移植、さい帯血移植って何をするの？

正解  ： A
骨髄バンク・さい帯血バンクポータルサイト
http://www.bmdc.jrc.or.jp/

BANK ! BANK !  Facebookページ
https://www.facebook.com/bank.bank.jrc/

1年間で約1万人の人が、
白血病など重い血液の病気と診断されていることを

あなたは知っていますか？

　これまで骨髄バンク、さい帯血バンクを通じて移

植を受けたのは 3万 2267人（2016年 2月現在）。

ユニバーサル・スタジオ・ジャパンの“1日の”来

場者数とだいたい同じくらい。ちなみに、2014

年に日本骨髄バンクに登録した患者さんのうち約

45％が骨髄移植を受けられませんでした。そのな

かには、さい帯血移植などを受けた方もいますが、

ドナーが見つかる前に病状が悪化して亡くなってし

まうケースもありました。もしドナー候補がもっと

多かったら、助かる命があったかもしれません。

A AnswerQ Question

日本で最初のバンクが発足してから25年間で、
移植を受けた人数に一番近いのはどれ？

A
ユニバーサル・スタジオ・
ジャパンの1日の来場者数

およそ3.5 万人

ディズニーランドの
1日の来場者数

およそ8.6万人

羽田空港国内線の
1日の乗降者数

およそ17万人

B C

みなさん、「骨髄移植」や「さい帯血移植」という言葉を聞いたことはありますか？
白血病や再生不良性貧血など、重い血液の病気にかかった患者さんが、

ドナー（健康な人）から血液を造る細胞を分けてもらって、その力を回復させる治療法のことです。

もちろんドナーが見つからなければ移植は受けられないし、副作用などさまざまな危険も……。

実際の患者さんの体験談とともに、その流れを見ていきましょう。

ドナーに全身麻酔をかけ、腰の骨に針を刺して血液を造る細胞を採取、患者へ点滴で注入する

治療法。移植をすると決めてからドナーを探す時間が必要ですが、移植後の生着は早い。ドナー

募集をはじめ、移植にまつわるサポートを「骨髄バンク」が行っています。

お母さんと赤ちゃんをつなぐ“へその緒（さい帯）”と胎盤から血液を造る細胞を採取し、患者

に注射する治療法。保存している細胞を使うため、すぐに移植治療に入ることができますが、

骨髄移植に比べて生着は遅い。さい帯血の保存などを「さい帯血バンク」が行っています。

骨髄移植って？ さい帯血移植って？

患
者
さ
ん
の
気
持
ち

一
般
的
な
治
療
の
経
過

発症は15歳の夏、突然

に。風邪のような体調

不良に加え、少しだけ

体に青アザができたた

め病院へ。検査を受け

た結果、翌日からすぐ

入院することに。

後日、「急性骨髄性白血病」だと告知され

る。頭が真っ白になり、現実を理解できない

まま、ただ涙があふれる。友人たちの「治らない病

気じゃない！」「席を空けて、帰りを待っ
ているよ」という言葉に勇気づけられる。

治療スタート。さまざ

まな種類の点滴を受

け、髪が抜けはじめる。

年齢が若かったため、

告知はなし。「原因がわ

からないまま入院した

くない！」と、ごねる。

「骨髄移植は、どこかを

切ったりするのではなく、ドナーの細胞

は腕の静脈から点滴で入れる」と知らさ

れ、驚く。移植中は常にインフルエンザ

のような状態でつらい。医師ですら一

日一度しか入れない無菌室にいるため、

身の回りのことをひとりでやらなければ

ならない。病人にとっては、

かなりの過酷さ。

おかげさまで元気

に過ごす毎日。ボラ

ンティアとして自分

の経験と感謝の気

持ちを「つなぐ・つ

ながる・つなげる」

をモットーに伝え

ていきたい！

移植治療は、どうやって行われるの？

体内のがん細胞を壊すとともに、
体を守る免疫力を下げてドナーの
細胞を受け入れる準備をします。

それぞれの患者さんの症状や状態に合わせて、医療スタッフや
家族とも相談をしながら、今後の治療方針を決めていきます。

移植された細胞が体内で働きはじめ、患者さんの
体を敵だとみなして攻撃します（発熱、吐き気、だ
るさなど）。場合によっては命に関わることも。

数年にわたって続く症状（皮膚症状、口内炎、味覚低下、
呼吸困難、毛髪の変化、関節痛、生活習慣病など）もある
ため、医療スタッフがサポートを続けます。

治療方針決定

骨髄バンク患者登録（骨髄移植の場合）
さい帯血の申し込み（さい帯血移植の場合）

入院診断

血液を造る力が回復

生着

造血幹細胞の移植

移植 2～ 3ヶ月後

外来通院治療

退院

抗がん剤投与、放射線照射

1～6ヶ月前 2週間後～1ヶ月後当日移植準備

「はい治った！」ではなく、退院
後もさまざまな制約が。1年間は

生食禁止、外出時は感染症予防

でマスク+長袖。闘病生活を乗

り越えられたのは周囲

の人々の温かい支えが

あったから。何より命をい

ただいたドナーさんに

心から感謝の日々。わけがわからず
不安…

入院

日によって体調の差が激しい。調子がいいときは2

泊 3日で自宅に戻り、お腹いっぱい食事をする。この

時間が、次の治療に向けた心身のリフレッシュに。

移植

治療

現在

退院入院前

個室から大部屋へ移

動。わずかな湿しんが出て「体

が拒否反応を示しているのか」

と不安に。移植前後に10日ほど

絶食したため、食欲が戻らず、

乳児用のせんべい1枚が精一

杯。医師から「あとは食べられ

れば、いつでも退院できる」と

励まされ、頑張って食事をする。

bmdc 検索

体重が
38kgに…
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病名を知り
ショック！

移植方法に
びっくり！

友人たちの
温かさが
心の支えに

10年たって
ようやく
安心できる

骨髄移植を受けた
遠津直輝さん（33歳）

の場合

移植後

感染症には注意が必要。発熱、口
内炎、下痢、吐き気、だるさといっ
た副作用もあります。

月イチの検査
はドキドキ

 両親でさえ
カーテン越し
の会話



ありがとう、いのちのバトン

日本赤十字社

実際に骨髄やさい帯血を提供したドナーさんの体験談や、
移植に関わる人たちのメッセージを集めました。

現在、患者さんに適合する「さい帯血」や「骨髄」はイン
ターネットでいつでも探すことができるようになりまし
た。日本赤十字社は「さい帯血」や「骨髄」のドナー情報の
管理や血液型（HLA）検査などを行っています。

骨髄バンク・さい帯血バンクポータルサイト 「造血幹細胞移植情報サービス」    http://www.bmdc.jrc.or.jp/

さい帯血バンクへの関わり
日本赤十字社は、全国に６つあるさい帯血バンクの運営をサポー
トしています。さい帯血の品質を向上させるための研修や、さい
帯血バンクを知ってもらうための啓発活動をしています。

骨髄バンクへの関わり
全国の献血ルームなどでドナー登録の啓発や受付をしています。
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さい帯血を提供した
香織さんと樹ちゃん

　さい帯血の提供は、「赤ちゃんにとって初めての
ボランティア」だと聞いたことがあります。息子へ
栄養を送ってくれていたへその緒が、また別の命を
つないでいく。すてきなボランティアですよね。さ
い帯血は出産後すぐに採取されるので、出産を終え
た安堵感に浸っている間に終わってしまいました。
それくらい、体への負担の少ないものです。多くの
お母さんや赤ちゃんが、もうひとつの命をつなぐお
手伝いをしてくれることを願っています。

赤ちゃんにとって最初の
すてきなボランティア

造血幹細胞移植事業広報誌

「BANK! BANK!」とは

2つのバンク【骨髄バンク・さい帯血バンク】の理解を深めるための広報誌。全国から集まった制作
メンバーが、毎号異なるテーマをわかりやすく解説。骨髄・さい帯血に含まれる造血幹細胞（血液
を造る細胞）を、より多くの患者さんに安全に届けることを目指して活動しています。

表紙イラスト：桐木憲一　　
企画・編集・デザイン：株式会社  リライト

日本赤十字社  血液事業本部
技術部  造血幹細胞管理課

発 行
〒105-0011 東京都港区芝公園1-2-1
 TEL：03 - 3437-7205

骨髄を提供した誠さん

　ドナー登録をしたきっかけは、白血病を取り上げ
たテレビ番組で、骨髄移植によって病気が治ると
知ったこと。「自分も何か人の役に立てれば」と思っ
て登録し、その後3年間で2回の提供をしました。提
供後、ふたりの患者さんそれぞれから、無事に退院
して頑張っているという手紙をもらったときは、本
当にうれしく涙しました。現行の制度では、もう提
供することはできませんが、3回目の提供が可能に
なったら、必ず協力したいと思っています。

患者さんからの手紙に
うれしくて涙しました

Donor

移植には、どんな人たちが関わっているの？
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　ドナーから患者へと贈られる、骨髄・さい帯血＝いの
ちのバトンは、さまざまな人たちの手から手へと、絶え
間なくつながれてきました。
　ドナーやそのご家族はもちろん、ドナー登録を呼び
かけるボランティアやバンク関係者、骨髄・さい帯血を
採取する医師や移植する医師、移植のスケジュールを
調整するコーディネーター……。こうした仲間のうち、
誰かひとりでも欠けてしまったら、骨髄移植・さい帯血
移植は成り立ちません。それぞれ違う立場にいても、こ
の仕組みをみんなで支え、いのちのバトンをつないで
いこうという想いは同じなのです。

この15年、さい帯血移植には画期的な進歩が
ありました。それは、ほぼすべての患者さんに
対して迅速な移植が可能になったこと。今や、
生着不全（移植した細胞が増えないこと）とい
う最大の壁も乗り越え、いかにさい帯血をうま
く活かすかという時代になっています。

虎の門病院 血液内科 部長 谷口先生

自分のためではなく、見知らぬ誰かのために行
動してくれるドナーさん。そんな方たちとの出
会いに感謝です。命のプレゼントは、贈る側に
もたくさんのドラマや感動があります。

骨髄バンクコーディネーター
関東地区担当 楠いわみさん


